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　夏になったら一度は感染が落ち着くと考えられていた新型インフルエンザですが、国内外で感染者
は日々増加しています。基礎疾患を有する方や妊婦、乳幼児が新型インフルエンザにかかると重症化
するおそれがあります。
　今後、秋・冬には、季節性のインフルエンザと新型インフルエンザの二つの流行が予想され、ます
ます感染が拡大していく可能性があります。家族がかかった場合に慌てないように、どうしたらよい
か確認しておきましょう。

☆患者さんと家族のみなさんに気をつけていただきたいこと☆

患者さんへ
①毎日体温を測りましょう。
②処方された薬はきちんと服用しましょう。
③外出は控え、個室で療養し、家族との接触
も少なくしましょう。　

④マスクを着用しましょう。（家族にうつさな
い為に）
⑤咳エチケットを守りましょう。
⑥手洗い・うがいをしましょう。

家族の方へ
　自宅療養で大切なことは、患者の体調管理と家族
内で感染が拡大しないことです。
①看護する方はマスクを着用しましょう。
②看護の後は手洗い・うがいをしましょう。
③患者の体温測定など、体調の変化に気を配り、体
調不良のときはすぐに受診した医療機関へ相談で
きるよう連絡先をひかえておきましょう。
④定期的に換気しましょう。
⑤ドアノブ・スイッチなどよく触れるところは消毒
しましょう。

⑥家族全員が体温測定をし、体調管理に努めましょう。

自宅療養では、発症した翌日から7日間、かつ熱が引いてから2日間は下記のことを守って過ごしましょう。
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